
本研修会では、アディクションには物質、行為、人間関係へのアディクションがある

と広く捉えて進めます。 物質や行為が、脳内報酬系の活性化を引き起こすのと同様に、

規範違反を犯した人に罰を与えると、報酬系回路が活性化するという研究があります。

午前中は、物質へのアディクションとして、市販薬依存症治療・研究の視点から宇佐

美貴士先生に、また人間関係へのアディクションとして、パワーハラスメント研究の視

点から佐竹圭介先生にご講演いただきます。午後は、お二人の先生方と「否認へのアプ

ローチ～ニーズや困り感の薄い方への支援～」というテーマでシンポジウムを実施し、

その後、グループディスカッションを行う予定です。複数の視点で見ることで、アディ

クションの背景にある心理を理解し、予防にも役立つ安心・安全な人間関係について考

えていきたいと思っています。

本研修会が、領域を超えたつながり作りのきっかけになり、アディクションに関連す

る事柄（自傷行為、希死念慮、虐待、いじめ等その他多数）への支援のヒントにもなれ

ば幸いです。

佐賀⼤学医学部卒業後、九州大学病院精神科神経科に入局。福岡

市精神保健福祉センターで依存症支援と出会い、国立精神・神経医療

研究センターにて薬物依存症の臨床や研究に従事。北九州市精神保健

福祉センターでは、地域のネットワーク作りや学校現場での相談や支

援を行われました。現職は、うえむらメンタルサポート診療所（福岡

県及び福岡市よりアルコール・ギャンブル・薬物における依存症治療

専門医療機関と認定）で臨床と研究を続けられています。

令和8年8月吉日

山口大学/准教授 (臨床心理士・公認心理師)

九州大学大学院人間環境学府博士後期課程単位取得後退学

後、医療法人仁木会ニキハーティーホスピタル（熊本市東区

）臨床心理士、陸上自衛隊湯布院駐屯地業務隊衛生科臨床心

理士、九州大学ハラスメント対策推進室相談員、広島国際大

学大学院心理科学研究科実践臨床心理学専攻講師を経て、現

在、国立大学法人山口大学教育学部准教授をされています。

専門は臨床心理学です。

日時：令和8年10月25日(日)

時間：10:00～16:00 (休憩1時間含む)

受付：9:30～

対象：福岡県臨床心理士会会員および、
福岡県臨床心理士会会員以外で
臨床心理士、公認心理師資格をお持ちの方

申込・入金期間：

令和8年8月31日(月)～9月25日(金)

参加費：3,000円

定員：200名(申込順)

形式：対面による開催

会場：西南学院大学(福岡市早良区西新6-2-92),２号館

受付場所：２号館１階学生ホール（9：30～）



臨床心理士ポイント：
全日参加の場合は、臨床心理士ポイント（２）が２ポイント付与されます。

（短縮URL）

https://x.gd/z6DZOhttps://fsccp.com/

申込・入金期間：令和8年8月31日(月)～9月25日(金)
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